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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

講
師　

�

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
教

授
）

内
容　

�

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

共
催　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）。
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人

に
限
り
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
、
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

安
全
で
効
率
的
な
感
染
根
管
処
置

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

大
田
洋
二
郎
氏
（
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
歯

科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

周
術
期
患
者
の
口
腔
ケ
ア

経
税
部
　
院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
経
税
部
員
、
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

自
院
の
決
算
書
を
読
む

　

近
年
、
本
邦
で
は
超
高
齢

化
社
会
の
到
来
に
伴
い
ワ
ル

フ
ァ
リ
ン
や
ア
ス
ピ
リ
ン
な

ど
の
抗
血
栓
薬
服
用
患
者
の

歯
科
受
診
が
増
加
し
て
い

る
。
抜
歯
時
に
は
、
出
血
の

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、

抗
血
栓
薬
の
投
与
中
断
が
習

慣
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
中
断
す
る
と
血
栓
が
形

成
さ
れ
、
重
篤
な
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
２
０
１
０
年
10

月
、「
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
抗
血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯

　

「
敦
也
、
す
ま
ん
な
…
」

　

こ
れ
が
、
親
父
と
交
わ
し

た
最
後
の
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
２
日
後
に
親
父
は
68
年
の

人
生
を
終
え
た
。

　

そ
の
日
、
父
の
容
体
が
良

く
な
い
と
言
う
事
で
、急
遽
、

休
診
に
し
て
早
朝
か
ら
父
と

病
室
に
い
た
。
数
日
よ
り
合

併
症
か
ら
の
間
質
性
肺
炎
に

伴
う
肺
機
能
低
下
の
た
め
、

酸
素
マ
ス
ク
を
最
大
流
量
で

装
着
し
て
い
た
。
酸
素
を
小

刻
み
に
、
浅
い
呼
吸
で
取
り

入
れ
よ
う
と
動
い
て
い
る
そ

の
リ
ズ
ム
が
い
ま
、
乱
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
。
マ
ス
ク
越

し
の
た
め
に
こ
も
っ
て
よ
く

聞
き
取
れ
な
い
よ
う
な
声

で
、
父
と
会
話
を
交
わ
す
こ

と
に
、
内
側
か
ら
こ
み
上
げ

て
く
る
不
安
を
ど
の
瞬
間
も

感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。「
痰
を
と
っ
て
く
れ

ん
か
」と
い
う
言
葉
に
、ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
拭
う
と
、
血

で
べ
っ
た
り
と
し
て
い
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
目
を
や
る
と
Ｓ

Ｐ
┘
は
70
を
下
回
っ
て
い

た
。
口
を
拭
う
少
し
の
間
で

も
、
マ
ス
ク
が
な
い
と
、
目

に
見
え
て
値
が
下
が
る
の
で

あ
っ
た
。「
親
父
、
深
呼
吸

し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
深
く

な
」
と
落
ち
着
き
を
装
っ
て

言
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
朝
食
が
運
ば

れ
て
き
た
。「
元
気
に
な
ら

ん
と
あ
か
ん
か
ら
な
、
し
っ

か
り
食
べ
や
」。
体
力
が
衰

え
、
自
分
で
口
に
運
ぶ
事
が

出
来
な
い
の
で
私
が
食
べ
さ

せ
る
の
で
あ
っ
た
。
食
べ
物

の
好
き
嫌
い
は
な
く
、
大
飯

食
ら
い
の
親
父
が
「
も
う
え

え
わ
」
と
食
べ
残
し
た
膳
を

見
て
い
ら
れ
な
く
、
直
ぐ
に

片
づ
け
て
も
ら
っ
た
。

　

静
寂
の
中
、
父
と
私
の
間

に
あ
る
空
気
の
少
し
の
振
動

を
も
感
じ
と
ろ
う
と
私
は
意

識
を
父
の
ほ
う
に
常
に
集
中

し
て
い
た
。
酸
素
マ
ス
ク

と
、
呼
吸
の
音
だ
け
が
単
調

に
耳
に
入
っ
て
き
た
。
１
時

間
に
一
度
く
ら
い
「
痰
を
と

っ
て
く
れ
ん
か
」
と
言
う
以

外
は
、
病
室
に
動
き
は
な
か

っ
た
。

　

「
明
日
、
仕
事
や
か
ら
、

も
う
帰
る
わ
な
」「
敦
也
、

す
ま
ん
な
」「
お
や
す
み
、

ま
た
来
る
わ
な
」

　

そ
れ
か
ら
２
日
後
、
午
後

の
診
療
が
始
ま
っ
て
直
ぐ
病

院
か
ら
連
絡
が
あ
り
駆
け
つ

け
た
が
、
父
の
意
識
は
す
で

に
な
く
、
病
床
で
下
顎
を
大

き
く
動
か
し
て
い
た
。

　

そ
の
日
の
深
夜
に
家
族
の

見
守
る
中
、
息
を
引
き
取
っ

た
の
で
あ
る
。
骨
髄
単
球
性

白
血
病
の
病
名
を
知
っ
て
か

ら
２
年
が
た
っ
て
い
た
。

　

私
に
と
っ
て
父
と
一
緒
に

過
ご
し
た
最
も
長
い
一
日
の

記
憶
で
、
今
か
ら
３
年
前
の

事
で
あ
る
。

　
中
澤
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
島
田

和
彦
先
生
（
堺
市
）
で
す
。

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
策
定
さ
れ
、
抗
血
栓
薬
継

続
下
で
の
抜
歯
が
推
奨
さ
れ

た
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
日

本
人
に
適
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
、
医
師
、
弁
護
士
の
外

部
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

抗
血
栓
薬
継
続
下
で
抜
歯

や
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
歯

科
外
科
処
置
を
安
全
に
行
う

た
め
に
は
い
く
つ
か
の
注
意

事
項
が
あ
る
。
術
前
に
Ｐ
Ｔ

―
Ｉ
Ｎ
Ｒ
、
出
血
時
間
、
血

小
板
数
な
ど
の
検
査
値
の
確

認
、
適
切
な
局
所
止
血
処

置
、
術
後
に
処
方
す
る
抗
菌

薬
や
鎮
痛
剤
へ
の
配
慮
、
術

後
の
患
者
指
導
な
ど
、
こ
れ

ら
に
関
し
て
症
例
を
供
覧
し

な
が
ら
解
説
す
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ

れ
た
限
り
は
、
抜
歯
後
、
抗

血
栓
薬
を
中
断
し
た
た
め
に

脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
た
場

合
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
責

任
は
重
く
な
る
。
医
事
紛
争

の
際
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
い
て
医
療
行
為
が
遂
行
さ

日
　
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
　
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

参
加
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

れ
た
か
ど
う
か
が
争
点
に
な

る
。『
日
本
歯
科
医
師
会
雑

誌
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
知
ら
な
か
っ
た
で
は

す
ま
さ
れ
な
い
。

　

今
回
、
是
非
と
も
先
生
方

に
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
認
知
し
て
い
た
だ
き
、
抗

血
栓
療
法
施
行
中
の
患
者
に

安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供

す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　

会
場
で
は
第
三
次
救
急
医

療
の
充
実
を
求
め
る
請
願
署

名
１
４
０
筆
を
集
め
た
。

北
大
阪
地
区

　

北
大
阪
地
区
の
健
診
は
、

ほ
く
せ
つ
医
療
生
協
の
健
康

祭
り
で
取
り
組
ま
れ
た
も
の

で
、
高
尾
賢
太
郎
氏
（
豊
中

市
）
と
歯
科
衛
生
士
１
人
が

出
務
し
、
67
人
が
受
診
し

た
。
雨
天
の
た
め
、
ま
つ
り

北
河
内
地
区

　

北
河
内
地
区
は
啓
光
学
園

内
で
開
か
れ
た
枚
方
こ
ど
も

ま
つ
り
で
健
診
に
取
り
組
ん

だ
。
悪
天
候
の
た
め
屋
内
で

行
わ
れ
た
が
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
１
８
０
人
が

受
診
し
た
。
出
務
は
有
地
正

氏
（
枚
方
市
）、
佐
々
木
宏

氏
（
寝
屋
川
市
）
と
歯
科
衛

生
士
３
人
。

　北河内、北大阪地区は10月28日、
無料歯科健診に取り組みそれぞれ
180人、67人が受診した。

は
豊
中
市
内

の
小
学
校
を

会
場
に
開
催

さ
れ
た
。

　

受
診
者
か

ら
、
歯
の
悩

み
に
つ
い
て

旺
盛
な
質
問

が
出
さ
れ
る

な
ど
好
評
だ

っ
た
。

12月度生涯研修抄録

抗
血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
抜
歯
時
、
抗
血
栓
薬
を
止
め
て
ま
せ
ん
か
？

―
歯
科
外
科
処
置
で
脳
血
管
障
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
医
療
連
携
―

矢
郷
　
香
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

地域まつりで健診好評

280

父との最も長い一日
中澤　敦也（堺市）

絵　藤田　進 （河内長野市）

日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
最
近
の
傾
向
と
そ
の
対
処
法

　

―
今
、院
長
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は

健診する有地氏（手前）と佐々木氏
（奥）＝10月28日、枚方市　　　　

健診する高尾氏＝10月28日、豊中市
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